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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２４年１月１２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 沈没 

発生日時 平成２２年１０月３１日（日） ０７時００分ごろ 

発生場所 静岡県静岡市所在の清水灯台東方沖 清水灯台から真方位０９８°４８０

ｍ付近 

（概位 北緯３５°００.６′ 東経１３８°３２.１′） 

事故調査の経過  平成２２年１１月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート 葵
あおい

、５トン未満 

２７１－１７２９７静岡、個人所有 

６.５０ｍ（Lr）×２.００ｍ×０.５５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、５８kＷ、昭和６０年２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２２年７月１４日 

  免許証交付日 平成２２年７月１４日 

         （平成２７年７月１３日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、静岡市清水港袖師船だまりを出航し、

約１０ノット（kn）の速力で手動操舵により、静岡市三保埼南東方沖の釣

り場に向かった。 

船長は、清水港三保防波堤北方沖を通過した頃から浮流物が多くなった

ので、速力を約２～３knに減速して浮流物を避けながら航行していたが、

静岡市吹合岬東方沖付近を通過した頃から沿岸寄りに浮流物が少なくな

り、速力を約４～５knに増速して南進中、清水灯台東方沖において、平成

２２年１０月３１日０７時００分ごろ船尾船底部付近に衝撃を受けた。 

船長は、すぐに主機を停止してプロペラの点検を行った結果、異常はな

かったが、船尾部が沈下し始めたことから、プロペラシャフト点検区画を

確認したところ、同区画に浸水しているのを発見した。 

その後、本船は、右舷側に傾斜して転覆したのち、船尾部から沈没し

た。 

船長は、転覆する前に救命胴衣を着用して海に飛び込み、転覆した本船

につかまっていたところを付近航行中の漁船に救助された。 
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 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

特記事項：本事故発生前日に台風１４号が太平洋上を通過していた。 

 その他の事項 船長は、衝撃を受けたとき、付近海面上に浮流物を認めなかった。 

本船は、機関室とプロペラシャフト点検区画とがつながっており、双方

の区画間で海水が流入する構造となっていた。 

本船は、沈没後、引き揚げられなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

不明 

なし 

本船は、清水灯台東方沖を南進中、海面下に浮

遊していた障害物に接触して船尾船底部に破口又

は亀裂が生じたことから、浸水して沈没した可能

性があると考えられるが、本船が沈没したことか

ら、損傷の状況については、明らかにすることは

できなかった。 

原因  本事故は、本船が、清水灯台東方沖を南進中、海面下に浮遊していた障

害物に接触して船尾船底部に破口又は亀裂が生じたため、浸水したことに

より発生した可能性があると考えられる。 

 




